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はじめに
AI（人工知能）自体は人口に膾炙して久しいが、世

の大多数にとって自社の業種には関係ない、自分の業
務や職種で活用可能性があるとは思えない等、遠巻き
にされがちであったように思われる。しかし、機械学習、
とりわけ2006年代のディープラーニング（深層学習）
技術により大量のデータ、ビッグデータを処理できる
こととなり、現在まで続く第３次AIブームが始まった。

さらに2022年から2023年にかけて、テキストを入力す
るだけで画像を生成するMidjourneyやStable Diffusion
等、また、利用者の求め（プロンプト）に応じて文書
を作成するChatGPT等、いわゆる生成AIの台頭がこれ
までの状況をひっくり返し、あらゆる業種、職種、業務、
事業規模を問わずAIの活用可能性が生じたのである。

一方、問題も顕在化しており、2024年４月10日読
売新聞夕刊上に、『「AI脚本」朗読劇中止「盗作」批
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